
 

 

多くの読者を引きつけるミヒャエル・エンデ作の「モモ」。「時間どろぼうと，ぬすまれた

時間を人間にとりかえしてくれた女の子のふしぎな物語」と副題がついています。この物語

の登場人物，ベッポについて紹介し，時間について考えたいと思います。 

「道路掃除夫ベッポは自分の仕事が気に入っていて，ていねいにやりました。とても大事な

仕事だと自覚していたのです。ゆっくりと着実にやりました。汚れた道路を目の前に，きれ

いになった道路を後ろにして進んでいると，人に説明することのできない言葉で表現でき

ないような考えが浮かんできます。 

ところが，時間どろぼうのわなにはめられたベッポはうってかわった働き方になってし

まいます。時間を節約するためだけに働き，せかせかと，仕事への愛情など持たずに，懸命

に働き続けます。人を気に掛けることなく急いで掃除し続けます。そのやさしい顔はげっそ

りやせて，青ざめています。ひげをそる時間も惜しんだために,あごにぶしょうひげがのび

ています。」 

どうでしょう。彼の心の有り様が浮き彫りになっています。効率だけを求めて時間を有効

に使おうとすればするほど，まわりの人との関わりが希薄になり，視野が狭くなり，幸せな

時間がなくなっていってしまいます。 

時間をどう使っていくと幸せを感じられるのでしょうか。 

一人で時間を使うときも，時の経過を感じ，振り返ることにより，幸せをかみしめること

ができるでしょう。また，家庭や社会での共同生活は，周りの人と共に時間を使っていく機

会が多くあります。気持ちを通わせて同じ時間を過ごすことにより，幸せを一層強く感じら

れるでしょう。世の中にあるたくさんの物語，ド

ラマも，「幸せとはどういうことか」ということに

ついて描かれているように感じます。 

このお話の登場人物マイスター・ホラはモモに

話します。 

「人間はじぶんの時間をどうするかは，じぶん

じしんできめなくてはならない。だから時間をぬ

すまれないように守ることだって，じぶんでやら

なくてはいけない。」 

効率のみを求め，そこに感情や愛情が漂ってい

ないとき，時間がぬすまれているのかもしれませ

ん。 

心豊かな，幸せな時間の使い方をしたいです

ね。さあ，どのように時間を使いましょうか。 
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